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玉野市の概要

玉野市は、岡山県の南端に位置し、瀬戸内海の美しい自然に恵まれた、風光明媚な気候の港
町です。「瀬戸内に輝く 市民が誇れるまち～たまのからはじまり未来へつなぐ～」を将来像とし
て挙げ、地域の特性を生かした満足度の高いまちづくりを進めています。

● 位置

岡山県の南端、児島半島の基部に位置、東西に16.2ｋｍ、南北に14.3km

● 面積（R3.10.1現在)    ● 人口（R5.2.1現在)      ● 世帯数(R5.2.1現在)

103.58㎢ 55,642人 27,019世帯
● 高齢者率（R5.1.31現在） ● 自主防災組織（R4.4.1現在）

38.92％ 71団体 エリアカバー率 71.46％

淀川テクニック「宇野のチヌ」



広木地区の概要

● 広木地区は、玉野市の北北東に位置し、かつて児島湖を中心に、漁港とし
て栄えた古い街並みが残る八浜町の東側にあたる地域で、標高４０３ｍの金
甲山南西斜面の山裾に細長く広がる地域となっている。
● この地区は、新旧の住宅群が混在して建築され、地区の南端には二級河
川の「庄田川」が存在する。
● 過去の災害としては、平成２３年９月に発生した台風１２号による大雨の影
響で、「庄田川」と八浜の中心を流れる「元川」の内水氾濫が発生し、この地区
の被害は限定的であったものの、西隣りに位置する地区が床上・床下浸水な
ど、多数の住宅が甚大な被害を受けた。
● この地区のハザードとしては、山際のエリアは、土砂災害警戒区域に指定さ
れ、平地の一部エリアが地震による津波の浸水想定区域に指定されている。

人 口 ３４２人

世帯数 １０３世帯

児島湖

宇野港

R4.4.1現在



第１回部会について

● 事前現地調査
アドバイザーの先生方、県、市、広木地区役員など、計１０数名で町歩きを実施した。 ・・・
・・・町内の危険な場所や地域の特性などをみんなで情報共有した。普段見慣れた
場所にも新たな気付きがあった。

● モデル地区の概要説明
説明 ： 玉野市危機管理課

● 講 話
○ 地区防災計画について
日本防災士会岡山県支部 神田運営幹事

○ 避難行動要支援者と個別計画について
駒澤大学 川上教授

● ワークショップ
○ 地区の現状把握と計画作成に向けて
日本防災士会岡山県支部 神田運営幹事

・・・地区に高齢者が多いという弱みもあるが、高齢者は地区の状況に精通
していて、過去の災害の教訓を生かせるという強みもある。

令和４年５月２８日開催 (18:30～21:00)

八浜市民センター会議室



第２回部会について
令和４年７月９日 開催(18:30～21:00）
八浜小学校ボランティアルーム

● 個別避難計画作成の進め方
駒澤大学 川上教授
・・・計画策定の手順や地域福祉との連携の重要性について
説明を受けた。

● 聞き取りチェックシートについて
説明 岡山県危機管理課

● 個別計画の様式について
説明 玉野市福祉政策課

● ワークショップ「タイムラインの作成」
日本防災士会岡山県支部 神田運営幹事
・・・住民一人ひとりの自らの防災行動を時系列で整理した。



第３回部会について
令和４年１１月５日開催（18:00～21:00）
八浜市民センター会議室

● 個別避難計画作成に係る地域調整会議の開催

○ アドバイザーによる事前アドバイス 講師 川上先生
講師 神田先生

・・・アドバイザーの先生方より信頼関係を構築すること、
要支援者の避難支援のタイミングなど助言をいただいた。

○ 個別避難計画作成の概要説明及び地域調整会議開催
・・・地区が主体となり、要支援者、要支援者の家族出席の
もと、個別避難計画作成の取り組みの背景、取り組み
の必要性など、活発な意見交換が行われた。



第４回部会について

● 防災まち歩きの実施

・・・日本防災士会神田運営幹事から、防災マップの進め方の説明があり、それ
ぞれの役割分担を決め、まち歩きを行った。

● 防災マップの作成
・・・まち歩き終了後、記録を整理し、地図上に資源や課題を可視化した。

令和４年１１月２０日開催（13:00～16:30）
八浜市民センター会議室



第５回部会について
令和５年１月２１日開催（18:30～21:00）
八浜市民センター会議室

● 広木地区防災計画冊子（案）の検討について
・・・アドバイザーの先生方、岡山県、玉野市から文言等の修正提案がいくつかなされた。
● 今後の広木地区の防災活動について
・・・出席者から地域内繋がりの重要性や防災活動の継続性など、数々のアドバイスを
いただいた。



ま と め

今回のモデル事業を通じて、若い世代から年配の方まで、幅広い世代の多
くの地域住民が部会に参加し、アドバイザーの先生方、県・市危機管理課の
方々と「防災」について、様々な意見を交換することができました。
大変有意義な時間を皆様方と過ごせたことに深く感謝申し上げます。

このモデル事業をきっかけに、今後も、地域において、様々な防災活動を
行って行きますので、今まで同様、ご指導・ご支援をよろしくお願いいたします。

令和５年３月
広木地区自主防災会
会 長 大西 耕三


